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【熱中症対策】店舗を“涼みどころ”として開放！ 

九州の小売流通７社 × 大塚製薬 

官民連携による熱中症対策としてクーリングシェルターを推進 

 

 

株式会社ミスターマックス・ホールディングス（本社：福岡県、以下 MrMax）は、２０２４年４月に施行され

た気候変動適応法の改正で重要とされる「熱中症対策」として、6 月 23 日より九州内の店舗（※1）におい

てクーリングシェルターを設置します。 

本取り組みは、MrMax が参画する九州の小売流通業のサステナブル化を推進する「九州流通サステナビ

リティサロン（以下 サロン）」が、大塚製薬株式会社（本社：東京都、以下大塚製薬）と協業し、熱中症特別

警戒アラート発令時に、指定店舗を一般開放するものです。“涼みどころ”として場所を提供するほか、熱中

症対策についての知識を習得し「熱中症対策アンバサダー®」認定を受けた専門スタッフの配置や啓発冊

子設置など、包括的に熱中症対策を推進します。 

推進にあたり、クーリングシェルターの指定主体となる市区町村行政との協議を行い、当該店舗の準備

が整い次第、段階的に指定を進めてまいります。 

 

※1…MrMaxとしては昨年は九州 3店舗、全国では 4店舗で実施いたしましたが、今年は九州 10店舗、

全国 13店舗での実施を予定しております。 
 

 

■クーリングシェルター参加企業（九州流通サステナビリティサロン会員企業） 

イオン九州株式会社 

株式会社イズミ 

株式会社サンリブ 

株式会社新生堂薬局 

株式会社トキハインダストリー 

株式会社ナフコ 

株式会社ミスターマックス・ホールディングス        （50 音順） 

 

※MrMax の対象店舗はホームページにて随時公開予定 

https://www.mrmax.co.jp/info/coolingshelter2025/ 
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誰でも入れる涼みどころ！ 「クーリングシェルター」とは？ 

 

気温が高く、熱中症リスクが高まるときに環境省から発表される「熱中症特別警戒アラート」に対応し、休憩

場所として開放される施設が「クーリングシェルター」です。 

外出時や、自宅に冷房設備がないなど、危険な暑さが見込まれるときに、誰もが利用できる避難施設として、

市町村長が環境省の定める条件を元に指定しています。 

 

 

熱中症対策の専門スタッフ育成と、冊子の設置による啓発活動も適宜実施！ 

 

◆大塚製薬による熱中症対策アンバサダー®講座で専門スタッフを育成 

 

九州全県と健康に関する包括的な連携協定を締結している大塚製薬の協力の元、各流通企業の担当者

を対象に「熱中症対策アンバサダー講座」を実施します。熱中症対策の専門知識を持つスタッフを育成す

ることで、緊急時の対応や店舗内での啓発を推進し、地域全体での対策強化を目指します。 

    
※熱中症対策アンバサダー： 

熱中症対策の啓発・普及活動を行うために必要な専門的な知識を学んでいただくことができ、修了後、確認テストに

合格すると「熱中症対策アンバサダー」として認定されます（主催：大塚製薬株式会社 特別協力：独立行政法人環

境再生保全機構 後援：環境省・文部科学省・農林水産省）。 

 

 

◆熱中症対策冊子を一部店舗に設置。対策活動をサポート！ 

 
来店者への情報提供として、熱中症対策冊子を一部のクーリング

シェルター内に設置します。地域住民の方々における継続した熱

中症対策を支援します。 

※パンフレット画像はイメージです 

 

 

 

 

環境省が進める熱中症対策推進 

 

地球温暖化の影響で平均気温は年々上昇しています。夏場における熱中症のリスクも上昇していることか

ら、気候変動適応の一分野である熱中症対策の強化を図るため、気候変動適応法の改正が行われ、具体

的措置が令和６年 4 月 1 日より施行されました。 

 

【熱中症特別警戒アラート】 

これまで発信してきた「熱中症警戒アラート（暑さ指数

33 以上）」より一段上の「熱中症特別警戒アラート（暑

さ指数 35 以上）」が新設。より深刻な健康被害が発

生しうる場合に、対策を講じるために発信され、指定

のクーリングシェルターが解放されます。 
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九州流通サステナビリティサロンについて 

 

株式会社福岡銀行（本社：福岡県福岡市中央区、取締役頭取 五島 久、以下 福岡銀行）、イオン九州株

式会社（本社：福岡県福岡市東区、代表取締役社長：中川 伊正、以下 イオン九州）、TOPPAN 株式会

社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：大矢 諭、以下 TOPPAN）が、共同の運営事務局として、九州

エリアにおける流通小売業のサステナビリティ推進を目的に、九州地区の賛同する企業と、「九州流通サス

テナビリティサロン」を 2023 年 5 月 29 日（月）に設立しました。現在は、事務局を含む 14 社が集まり、活

動を進めています。 

 

【活動背景】 

SDGs が社会へ浸透し、企業のサステナビリティへの取り組みが進む一方で、2030 年の SDGｓ期限を前

に、それぞれの地域における個々の企業での活動のみでは、リソース不足や人財育成の遅れなど達成に

向けた課題が指摘されています。そこで、九州エリアにおけるメーカー・商社・物流など様々な業態との関

係性が深い流通業が結集し、リソース不足を補う共同施策を実行するための組織を立ち上げることで、九

州の様々な企業や消費者のサステナビリティを推進しています。 

 

 

本件に関するお問合せ先 

 

株式会社ミスターマックス・ホールディングス 広報課 

電話番号：０９２－２３３－１３７９ 

以  上 


